
われる。

焼骨はイヌであった。イヌは縄文時代以降多 くの遺跡で出土 しており、丁重に埋葬されたり、 ヒト

と合葬されたりと、古 くからヒトとイヌとは密接な関わりを持ってきたことが推測されている。これ

まで当社が周辺遺跡で行った骨同定の結果では、 ヒトの火葬骨の同定が主であり、鳥獣類に関しては

ほとんど検出されていない。 ヒト以外の骨についても、今後情報が増えれば、当時の動物利用に関す

る情報が蓄積されるものと期待される。
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図版 1
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4.c夕駒b9JJα ι,lgテ JttJα GrunOw(19SKDl― E;1)

5。 c夕協b9ιτα Sj」 9sラα∞ Bleisch(19SKDl―E;2)

6.の用b9ι Jα S加秘αια Gregory(19SKDl― E:7)

7.Goη pんοれゼ聰α pα rυ秘ど剪陥 Kue‐tzing(19SKDl― E;7)

8.Gο廟ヮんοん9駒α pα rυ ttι秘脇 Kuetzing(19SKDl―Ei3)

9,P�αυ力秘ια 9をテん9れSテS Var.neglecta(Krass.)Patrick(19SKDl― E■)

10.ハ「cttcttια駒剪ιjGα Kuetzing(19SKDl―E,6)

11.PjЮ ttvιcrjα bor9αιけs Ehrenberg(19SKDl― E;6)

12.P,兌胞秘ια′ラα scんο9炒残ヴ9河 KrammeF(19SKD卜 E,10)      イ
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図版 2 花粉化石

1.マツ属複雑管東亜属 (19SKDl E,12)
3イ ネ科 (19SKDl E;12)
5ク ルミ属 (198KDl E;12)
7ブナ属 (19SKDl E;12)
9,ソ ラマメ属 (19SKDl― E;11)

11.ソバ属 (19SKDl E:4)

50μ m

2.スギ属 (198KD卜 E,12)

4ニレ属 ―ケヤキ属 (19SKDl E;12)
6コナラ亜属 (19SKDl E:12)
8.カ ヤツリグサ不斗 (19SKDl― E,12)

10タ ンポポ亜科 (198KDl E,3)
12ミ ズアオイ属 (19SKD卜 E111)
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Ⅸ 道場 I遺跡の自然科学分析
パ リノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

本遺跡は、神通川左岸、常願寺 。神通複合扇状地 (経済企画庁総合開発局,1973)に位置する。遺跡

は、両側を谷に挟まれた南北に延びる微高地上に立地 し、中世～近世の溝跡・井戸跡・土坑などが検出

されている。

今回、当時の植物利用状況や環境、また遺構の用途に関する情報を得るため、包含層や遺構覆土から

検出された種子・微細遺物・炭化材・骨・昆虫遺体の同定を行う。

1.試料

道場 I遺跡A地区の層序は、上位よりI層～Ⅳ層に分層されている。最下部のⅣ層は、礫、粘質土、

シル トからなり、地山とされている。この上位は、Ⅲ層が暗オリーブ褐色シル ト、Ⅱ層が暗灰褐色シル

トとされる。 I層は、オリーブ褐色粘質上であり、上部が現耕作土となる。Ⅲ層より遺構・遺物が検出

され、Ⅲ層直下が中世下層、Ⅲ層中部が中世上層、Ⅲ層上面が近世とされている。

種実遺体同定は、調査区東側を南東から北西に流れる谷SR01を はじめとして、中世末～近世の遺構か

ら出土 した種実遺体39試料について実施する。

微細遺物分析は、19D」I― AttSR01内 から採取された土壌試料 3点について実施する (分析の便宜上

A～ Cの番号を付けた)。 今回は、当時の植物利用や古環境を推定する目的を考慮 し、種実遺体に着目し

た分析を行う。

樹種同定は、SE001か ら採取されたNo.73(D980225)に含まれる炭化材、種実遺体試料のNo.34・ 52

(D980226・ D980214)に 含まれる炭化材について実施する。

骨同定を行う試料は、 I～Ⅲ層、14～16世紀と考えられている遺構 (溝跡、井戸跡、土坑等)か ら出

土した骨片33点である。これら骨同定用試料は、同一の袋に複数の骨片が入っている。

昆虫同定を行う試料は、SE034と SX17か ら出土 した 2点である。なお、各分析の詳細は、各結果とと

もに表示する。

2.分析方法

(1)種実遺体同定・微細遺物分析

種実遺体同定用試料は 1試料中に複数の種類が混在 している。そこで、双眼実体顕微鏡下でこれらを

観察し、その形態的特徴と当社所有の現生標本との比較から種類を分類・同定する。また、土壌試料は、

湿重秤量 した後 5%水酸化ナ トリウム水溶液に一晩液浸 し、試料の泥化を促す。0.5mmの 舗を通 して水洗

し残澄を集め、双眼実体顕微鏡下で観察 し、同定可能な種実遺体等を抽出する。その形態的特徴と当社

所有の現生標本との比較から種類を同定する。同定後の種実遺体は、種類毎にビンに入れ、乾燥 してい

る試料は乾燥剤を入れ、水分を含んだ試料はホウ酸・ ホウ砂水溶液に液浸し保存する。

(2)樹種同定

木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製 しく実体顕微鏡および

走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察 し、種類を同定する。

(3)骨同定

筆による土壌の除去、水溶性接着剤による接合・復原の後、肉眼観察により種や部位を同定する。
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(4)昆虫同定

肉眼観察および双眼実体顕微鏡下で観察 し、昆虫遺体を分類・同定する。なお、同定に関しては、元

国立科学博物館の藤山家徳先生にお願いした。

3.結果

(1)種実遺体同定 。微細遺物分析

種実遺体分析結果を表 1に示す。種実遺体は比較的多 くの種類が検出され、保存状態も良好である。

木本18種類、草本44種類の種実のほか、不明A～ C、 材、木の芽、木の枝、樹皮、植物の トゲ、不明炭

化物 (木材組織を持たない炭化物で、部位・種類ともに不明であるもの)、 不明植物 (部位・種類ともに

不明であるもの)、 昆虫などが検出された。単体試料からは比較的大型の種実が同定される。これに対 し

て、微細物分析では、比較的小型の草本種実が種類数・個体数ともに多く検出される傾向がある。

検出された種類をみると、木本は、針葉樹 1種類 (マ ツ属複維管束亜属)、 落葉広葉樹17種類 (ム クノ

キ、ヤマグワ、カジノキ属、マタタビ属、ウメ、スモモ、モモ、サクラ属、キイチゴ属、 トチノキ、ブ

ドウ属、タラノキ、ウコギ属、 ミズキ、ムラサキシキブ属、ニワトコ、タニウツギ属)で、常緑広葉樹

を含まない。草本は、単子葉類15種類 (ミ クリ属、イバラモ属、ヘラオモダカ、オモダカ属、オモダカ

科、スブタ、イネ、エノコログサ属、スゲ属、 ヒゴクサ節、ホタルイ属、カヤツリグサ科、イボクサ、

ツユクサ、 ミズアオイ属)と、双子葉類29種類 (カ ナムグラ、アサ、カラムシ属、イシミカヮ近似種、

ヤナギタデ近似種、ハナタデーイヌタデ、ツルタデ節、タデ属、ソバ、アカザ科―ヒユ科、スベリヒユ

近似種、ナデシヨ科、キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属、マメ類、カタバ ミ属、エノキ

グサ、ノブドウ、アリノトウグサ、チ ドメグサ属、セリ科、イヌコウジュ属、シソ属、キランソウ属、

トウバナ属、ナス科、キカラスウリ、メロン類、メナモミ属、キク科)が同定された。栽培植物は、ウ

メ、スモモ、モモ、イネ、アサ、ソバ、マメ類、シソ属の一部、ナス科の一部、メロン類である。以下

に同定された種実遺体の形態的特徴などを記す。人為的干渉の可能性があるものは、破片、炭化の有無

を記 した。

<木本>
。マツ属複維管束亜属 徹ιん秘s subgen.DゎJoり Jο配)マ ツ科

球果が検出された。黒褐色、本質で円錐状広卵形体か。長さ40mlll以上。長楕円状で矩形の種鱗が覆瓦

状、螺旋状に密着するが、種鱗が軸から取れた状態で検出された。球果軸はやや太い。種鱗の外部露出

部分は、不規則な四角形または五角形で肥厚し、横に稜線があるが、磨耗しており不明瞭である。

・ムクノキ CApんαttα£ιん9 αspθrα (Thunb.)Planchon)ニ レ科ムクノキ属

未炭化の核 (内果皮)が検出された。黄褐色、広倒卵形でやや偏平。径 5 mm程度。基部に淡褐色の突

起をもつ。内果皮は厚く柔らかく、表面には微細な網目模様がありざらつく。断面は柵状。もろく破片

になりやすい。

・ヤマグワ 0狗rtts αttSι raιjs Poiret)ク ワ科クワ属

未炭化の種子が検出された。黄褐色、三角状広倒卵形、長さ 2 mlll、 幅1.5mln程度。一辺が鋭利で、基部

に爪状の突起を持つ。表面には微細な網目模様がありざらつく。

・ カジノキ属 (BrOttsson9ι ια)ク ワ科

未炭化の核 (内果皮)ん 検ゞ出された。黄～茶褐色、長方形状楕円形。長 さ2.51111n、 幅 2 1BIll程度。基部に

突起をもつ。表面には虎状の微細な隆起が散在する。
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表 1 種実遺体分析結果 (1)

No 台帳番号 遺構コード 出土地点

木本

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

ム

ク

ノ
キ

ヤ

マ
グ

ワ

カ
ジ
ノ
キ
属

マ
タ
タ
ビ
属

ウ
メ

ス

モ

モ

モ

モ

モ

モ

サ

ク

ラ
属

キ
イ
チ
ゴ
属

ト

チ

ノ

キ

ト

チ

ノ

キ

ブ

ド

ウ
属

タ

ラ

ノ
キ

ウ

コ
ギ

属

ミ

ズ

キ

球
果

核 種
子

核 種
子

核 核
破
片

核
完
形

核
破
片

核 核 果
皮

種
子

種
子

核 核 核

D980226 A―SE034

D980223 A―SE072 1

D980198 A―SR0 X lY195 3

D980199 A―SR0 X 7Y190 4 1

D980200 A―SR01 X 10～ 115Y190～ 193 l

D980201 A―SR0 X 10～ 15Y193～ 195 4

D9802031 A―SR0 X97・ 98Y196・ 197 1

D9802032 A―SR01 X97・ 98Y196・ 197 l

D9802033 A―SR0 X97・ 98Y196。 197

D980204 A―SR0 X 20Y187～ 191 1 l

D980205 A―SR0 X lY189 l

D980206 A―SR X 0～ 122Y187～ 200 3

D980208 A―SR0 X 5Y198 1

D980209 A―SR0 X 5～■8Y191～ 199 l 1

D980210 A―SR X 08～ 109Y194～ 195 3

D980211 A―SR0 X 0～ 115Y193～ 195 l

D980212 A―SR0 X 7～ 120Y187～ 190 1 3

D980213 A― SR0 X 5～ 118Y191～ 194 1

D98021J A―SR0 Xl13～ 115Y193～ 195 2 2

D9802152 A―SR01 X 3Y193 1

D980216 A―SR0 X 8～ 120Y188。 189 1

D980217 A―SR0 X108Y197 1

D980218 A―SR0 Xl15～ 118Y191～ 194 2

D980219 A―SR0 X 3Y193 1 1

D980220 A―SR0 Xl16～ 121Y187～ 193 と

D980221 A―SR01 X 10～ ■5Y190～ 193 9 3 1

D980197 A―SR0 ―bセクション

D9802151 A―SR0 Xl13Y193 1

D990152 Al―SE099 1

D990154 Al―SE102 1+

D980127 AI層 X138Y148 l

D980119 A―SE002 l

D980122 A―SE072 1

D980120 A― SE019 l

D980121 A―SR01 X106Y195

D980182 A―SR01 ① 7

D980228 A―SR01 No 1

D980202 A― I～Ⅲ層 X109Y194 l

D990153 Al―SE003 と十

D980225 A―SE001

D980224 A―SXll

A 19DJI A谷 内 8 2 3 2 4 4 2

B 19D」卜A谷内 1 二十 ユ ユ 3

C 19D」IA谷内 2 2 1 7 4

注 1)谷内試料 3袋は分析の便宣上A～ Cと した。

注 2)破 :細片のため個体数推定が困難であるもの。数字十:数字以上の個体数が推定される。
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表 1 種実遺体分析結果 (2)

No 台帳番号 遺構コード 出土地点

車本

ム

ラ
サ
キ

シ
キ
ブ

属

ニ

ワ

ト

コ

タ

ニ
ウ
ツ
ギ
属

ミ

ク
リ
属

イ

バ

ラ

モ

属

ヘ
ラ
オ

モ
ダ

カ

オ
モ
ダ
カ
属

オ
モ
ダ
カ
科

ス
ブ

タ

イ

不ヽ
ェ
ノ
コ
ロ
グ
サ
属

ヒ
ゴ
ク
サ
節

ス
ゲ
属

ホ

タ

ル
イ
属

カ
ャ
ツ
リ
グ
サ
科

イ

ボ

ク

サ

ツ

ユ
ク

サ

核 核 種
子

果
実

種
子

果
実

果
実

種
子

種
子

胚
乳

・
穎

穎 果
実

果
実

果
実

果
実

種

子
種
子

D980226 A―SE03コ 3 1

D980223 A―SE072

D980198 A―SR0 X lY

D980199 A―SR01 X 7Y

D980200 A―SR01 X 0- 15Y190～ 193

D980201 A―SR0 X 10～ 15Y193～ 195

D9802031 A―SR01 X97。 98Y196。 197

D980203-2 A―SR01 X97・ 98Y196。 197

D9802033 A―SR0 X97・ 98Y196。 197

D980204 A―SR0 X120Y187～ 191

D980205 A―SR01 X121Y189

D980206 A―SR01 X120～122Y187～ 200

D980208 A―SR0 X■5Y198

D980209 A―SR0 Xl15～118Y191～

D980210 A―SR01 X108～ 109Y194～

D980211 A―SR01 X 0～ 115Y193～

D980212 A―SR01 X 7～ 120Y187～

D980213 A―SR01 X 5～ 118Y191～

D980214 A―SR01 X 3～■5Y193～

D9802152 A一SR01 X 3Y198

D980216 A―SR01 X 8～ 120Y188。 189

D980217 A―SR01 X 08Y197

D980218 A―SR01 X 5～ ■8Y191～ 194

D980219 A― SR01 X 3Y193

D980220 A― SR01 X 6～ 121Y187～ 193

D980221 A―SR01 X 0～ 115Y190～ 193

D980197 A― SR01-bセクツョン

D9802151 A―SR01 Xl13Y193

D990152 Al―SE099

D990154 Al―SE102

D980127 AI層 X138Y148

D980119 A―SE002

D980122 A―SE072

D980120 A― SE019

D980121 A―SR01 X106Y195

D980182 A―SR01 ①
D980228 A― SRO土 No
D980202 A― Ⅱ～Ⅲ層 X109Y194

D990153 Al―SE003

D980225 A―SE001

D980224 A―SXll

A と9D」IA谷内 4 4 2 2 1 1 5

B 19D」 I一A谷内 1 1 1 3 5 lt l 2 と 1

C 19D」IA谷内 1 3 1 4 2 1 5 17 5 2

注 1)谷内試料 3袋は分析の便宜上A～ Cと した。

注 2)破 :細片のため個体数推定が困難であるもの。数字十:数字以上の個体数が推定される。

lδ 7



表 1 種実遺体分析結果 (3)

No 台帳番号 遺構コード 出土地点

草本

ミ
ズ

ア
オ

イ
属

カ

ナ

ム
グ

ラ

ア
サ

カ

ラ

ム

シ
属

イ
シ
ミ
カ
ワ
近
似
種

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
近
似
種

ハ
ナ
タ
デ
ー
イ
ヌ
タ
デ

ツ
ル
タ

デ
荘即

タ
デ
属

ソ ア
カ
ザ
科
―
ヒ
ユ
科

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
近
似
種

ナ
デ
シ
ヨ
科

キ

ジ

ム

シ

ロ
属

―

ヘ
ビ

イ

チ

ゴ

属

―

オ

ラ

ン
ダ

イ

チ

ゴ

属

マ
メ
類

カ
タ
バ
ミ
属

ェ

ノ
キ

グ

サ

種
子

果

実

果

実

果

実
果
実

果
実

果

実
果
実

果
実

果

実

種

子
種
子

種
子

核 種

子

種

子
種
子

D980226 A一SE034 5 多 1 1

D980223 A―SE072

D980198 A―SR01 XlllY195

D980199 A―SR0 Xl17Y190

D980200 A―SR0 Xl10～■5Y190～ 193

D980201 A―SR0 Xl10～115Y193～ 195

D9802031 A―SR0 X97・ 98Y196・ 197

D9802032 A―SR0 X97・ 98Y196。 197

D9802033 A―SR0 X97・ 98Y196。 197

D980204 A-8巳 0 X 20Y187～ 191

D980205 A―SR0 X 21Y189

D980206 A―SR0 X 20～ 122Y187～ 200

D980208 A―SR0 X 15Y198

D980209 A―SR0 X 5- 8Y 91～ 199

D9802 0 A―SR0 X 08- 09Y 94-195

D9802 A―SR0 X 0- 15Y 93-195

D9802 2 A―SR0 X 7- 20Y 87-190

D9802 3 A―SR X 5- 18Y 91-194

D9802 A―SR0 X 3- 15Y 93-195 2

D9802 A― SR01 X 13Y 3

D980216 A― SR01 X 18～ 20Y188。 189

D980217 A―SR01 X108Y 7

D980218 A― SR01 Xl15～ 18Y191～ 194

D980219 A―SR01 Xl13Y 3

D980220 A―SR01 Xl16～ 121Y187～ 198

D980221 A―SR01 Xl10～ 115Y190～ 193

D980197 A―SR01-bセ タション

D9802151 A―SR01 Xl13Y193

D990152 Al―SE099

D990154 Al―SE102

D980127 AI層 X138Y148

D980119 A―SE002

D980122 A―SE072

D980120 A― SE019

D980121 A―SR01 X106Y195

D980182 A SR01 ①
D980228 A―SR01 No

D980202 A― Ⅱ～Ⅲ層 X109Y19J

D990153 Al―SE003

D980225 A― SE001

D980224 A―SXll 1

A 19D」IA谷内 5 4 16 5

19DJI A谷内 4 と 5 3 17 11

C 19D」IA谷内 6 4+ 2 5+ l 12 1 1

注 1)谷内試料 3袋は分析の便宣上A～ Cと した。

注 2)破 :細片のため個体数推定が困難であるもの。数字+:数字以上の個体数が推定される。



表 1 種実遺体分析結果 (4)

No 台帳番号 遺構コード 出土地点

草本

不
明
Ａ

不
明
Ｂ

不
明
Ｃ

ノ
ブ

ド

ゥ

ブ

ド

ウ
科

ア
リ

ノ
ト

ゥ
グ

サ

チ
ド
メ
グ
サ
属

セ
リ
科

イ
ヌ
コ
ウ
ジ

ュ
属

シ
ツ
属

キ

ラ

ン

ソ

ウ
属

ト

ウ

バ

ナ

属

ナ

ス
科

キ

カ

ラ

ス

ウ

リ

メ
ロ
ン
類

メ

ナ

モ

ミ

属

キ
ク
科

種
子

種
子

果

実

果

実
果
実

果
実

果
実

果

実
果
実

種
子

種
子

種
子

果
実

果
実

D980226 A―SE034 1

D980223 A―SE072

D980198 A―SR0 X lY195

D980199 A―SR01 X 7Y190

D980200 A―SR0 X 10～ 115Y190～ 193

D980201 A―SR0 X 10～ 115Y198～ 195

D9802031 A―SR01 X97・ 98Y196。 197

D9802032 A―SR0 X97・ 98Y196・ 197

D9802033 A―SR01 X97・ 98Y196。 197

D980204 A―SR01 X 20Y 87-191

D980205 A―SR0 X 21Y

D980206 A―SR01 X 20- 22Y187～ 200

D980208 A―SR01 X 5Y

D980209 A―SR0 X 15～ 18Y 91～ 199

D980210 A―SR0 X 08- 09Y 94-195

D9802■ A―SR0 X 10～ 15Y 93～ 195

D9802 2 A―SR0 X 17～ 20Y 87～ 190

D980213 A一SR0 X 15～ 18Y 91-194

D980214 A―SR01 X 13～ 15Y 93～ 195 8 1

D9802 A―SR0 X 13Y

D9802 6 A―SR0 X 18～ 20Y188・ 189

D980217 A―SR0 X 08Y
D9802 8 A―SR0 X 15～ 18Y191～ 194

D980, 9 A―SR0 X 13Y

D980220 A―SR0 X 16～ 121Y187～ 193

D980221 A―SR0 X 10～ 115Y190～ 193

D980197 A―SR0 ―bセクション

D9802151 A―SR0 Xl13Y193

D990 Al― SE099

D990154 Al― SE102

D980 AI層 X138Y148

D980 A― SE002

D980 A―SE072

D980 A―SE019

D980 1 A―SR01 X106Y195

D980 A―SR01 ① 1

D980228 A―SR01No l

71 D980202 A― Ⅱ～Ⅲ層 X109Y194

D990153 Al―SE003

D980225 A―SE001

D980224 A SX■

A 19D」卜A谷内 1 1 3 1 と 2 8 2 3

B 19D」 I―A谷内 7 5 9 4 2 8 3 1 1 5 4

C 19DJI A谷内 6 3 4 5 1 7 4 1 7 3 1 3+

注 1)谷内試料 3袋は分析の便宜上A～ Cと した。

注 2)破 :細片のため個体数推定が困難であるもの。数字十:数字以上の個体数が推定される。



表 1 種実遺体分析結果 (5)

No 台帳番号 遺構コード 出土地点

材 本

の
芽

木
の
枝

樹
皮

植
物
の
ト
ゲ

不
明
炭
化
物

不
明
植
物

昆
虫

備考

D980226 A―SE034 1 2 破

D980223 A―SE072

D980198 A―SR0 X 1lY195

D980199 A―SR0 X 17Y190

D980200 A―SR0 X 10～ 115Y190～ 198

D980201 A―SR0 X 10～■5Y193～ 195

D9802031 A―SR0 X97・ 98Y196

D9802032 A―SR0 X97・ 98Y196・

D9802033 A―SR0 X97・ 98Y196。 197

D980204 A―SR0 X 20Y 87′-191

D980205 A―SR0 X 21Y

D980206 A―SR0 X 20～ 22Y187～ 200

D980208 A―SR01 X 15Y

D980209 A一SR0 X 15～ 18Y 91～ 199

D980210 A―SR0 X 08´― 09Y 94～ 195 破

D980211 A―SR0 X 10～ 15Y 93-195

D980 2 A―SR0 X 17～ 20Y 87-190

D980213 A―SR0 X 15- 18Y 91～ 194

D980214 A―SR0 X 13～ 15Y 93-195 破

D9802 5-2 A―SR0 X 13Y

D980216 A―SR0 X 18- 20Y188。 189

D980217 A―SR01 X 08Y
D980218 A―SR01 X 15～ 18Y191～ 194

D980219 A―SR01 X 13Y

D980220 A―SR01 X 16～ 21Y187～ 198

D980221 A―SR01 X 10～ 15Y190～ 193

D980197 A―SR01-bセ クツョン

D980215-1 A―SR01 Xl13Y193

D990 Al―SE099

D990 Al―SE102

D980 7 A― I層 X138Y148

D980 A―SE002

D980 A―SE072

D980 A―SE0

D980 1 A―SR0 X106Y195

D980 2 A―SR0 ①

D980228 A―SR0 Nol
D980202 A― I～Ⅲ層 X109Y194 破

D990153 Al―SE003

D980225 A―SE001 発泡している。穀類 ?

D980224 A―SXll

A 19DJI A谷内 破 破 湿重10175g
B 19D」IA谷内 破 1 破 湿重10074買

C 19D」IA谷内 破 2 破 商藤董10454g

注 1)谷内試料 3袋は分析の便宜上A～ Cと した。

注 2)破 :細片のため個体数推定が困難であるもの。数字+:数字以上の個体数が推定される。



・マタタビ属 CAcι j崩腕α)マ タタビ科

未炭化の種子が検出された。黒褐色、楕円形で両凸レンズ形。長さ241nl、 幅1.51nm程度。種皮は硬 く、

表面には円形・楕円形などの凹点が密布 し網目模様をなす。

・ ウメ (P′秘配秘s腕 陀9(Sieb.)Sieb.et Zucc.) バラ科サクラ属

未炭化の核 (内果皮)が検出された。茶褐色で、 レンズ状の広楕円形。長さ14-191111、 幅1311m、 厚さ

9mm程度。先端はやや尖り、基部は丸 く脳点がある。一方の側面には縫合線が発達する。内果皮は厚 く

硬 く、表面には小凹点が分布する。

・ スモモ gr秘配防s sα Jι cjttα Lindley)バ ラ科サクラ属

未炭化の核 (内果皮)の破片が検出された。茶褐色、 レンズ状の広楕円形。長さ1811111、 幅10mm。 基

部は丸 く膳点があり、一方の側面には縫合線が発達 し、縫合線に沿って半分に割れている。内果皮は

厚 く硬 く、表面にはごく浅い凹みが不規則にみられる。

。モモ ω r秘配秘s pαrsjθα Batsch)バ ラ科サクラ属

未炭化で完形の核 (内果皮)が、検出された。茶褐色、広楕円形でやや偏平。基部は丸 く大きな膳

点があり、先端部はやや尖る。長さ且8mm、 幅20mm、 厚さ18111m程度。一方の側面にのみ縫合線が顕者に

見 られ、縫合線に沿って半分に割れやすい。内果皮は厚 く硬 く、表面は縦に流れる不規則な線状のく

ばみがあり、全体として粗いしわ状に見える。

・サクラ属 (Pr税胞秘s) バラ科

核 (内果皮)が検出された。淡褐色、広楕円体形。基部は丸 く大きな膳点があり、先端部はわずか

に尖る。長さ 6 mm、 幅5.5mlll、 厚さ 4 mm程度。一方の側面にのみ縫合線が顕者に見 られ、縫合線に沿っ

て半分に割れやすい。内果皮は厚 く硬 く、表面はやや平滑。

。キイチゴ属 (盟秘b,s)バ ラ科

未炭化の核 (内果皮)が検出された。淡黄褐色、半円形～三日月形。長さ1.5mll、 幅lmal程度。腹面方

向にやや湾曲する。表面には大きな凹みが分布 し網目模様をなす。

・ トチノキ C4“ cttι tts ιttrbttαια Blume)ト チノキ科 トチノキ属

未炭化の果皮破片と種子が検出された。果皮は、 3片に裂開した 1片で、淡灰褐色く完形ならば倒

卵球形か。大きさ20mll以上。果皮は厚 くやや弾力があり、表面は皮目状の斑点がある。種子は、側面

観はやや偏平な円形で上面観は円形。径23-35mll程度。種皮はやや薄 く硬 く、上半部の黒色の光沢があ

る部分と、下半部の光沢のない灰褐色の部分に別れる。

・ ブドウ属 (硫ιJs)ブ ドウ科

未炭化の種子が検出された。灰褐色。広倒卵形、側面観は半広倒卵形。基部の脳の方に向かって細

くなり、嘴状に尖る。長さ 4 mm、 幅 3111n程度。背面にさじ状の凹みがある。腹面には中央に縦筋が走

り、その両脇には楕円形の深 く窪んだ孔が存在する。種皮は柵状で薄く硬い。

・ タラノキ 仔レαJια 9Jαια(Miq.)Seemann)   ウコギ科タラノキ属

核 (内果皮)が検出された。黄褐色、半月形で偏平。長さ2mm、 幅 141111程度。向軸面はほぼ直線状で

片端に突起が見 られる。背面には数本の浅い溝が走る。表面はざらつく。

・ ウコギ属 (Acα ttιんopαれαχ)ウ コギ科

核 (内果皮)が検出された。黄～茶褐色、半月形で偏平。長さ 5 mln、 幅 241111程度。向軸面はほぼ直

線状で片端に突起が見られる。背面には数本の浅い溝が走る。内果皮は硬 く、表面はざらつく。

・ ミズキ (COr配ぁs coんιroυ9FSα Hemsley)ミ ズキ科 ミズキ属



核 (内果皮)破片が検出された。淡褐色、偏球形で径5Hllll程度。基部に大きく深い孔がある。内果皮

は厚く硬く、表面にはやや深い縦溝が数本走る。

・ムラサキシキブ属 (ω″たorpα L.)ク マツズラ科

核 (内果党 が検出された。淡～黄褐色、偏平で卵形。長さ2‐ t511Hll、 幅1-.51mll程度。背面は円みがあり、

腹面中央はやや窪む。腹面方向に湾曲し、側面観は三日月形。中央部の内果皮が極めて薄く柔らかい

ため、破損してドーナツ状になっている。縁部分の内果皮は厚く、やや弾力がある。

・エワトコ ∈池れbttctts′微整pOSo L.subsp,SttbO肥 ,あれα(K/1iq.)H孤準)スイカズラ科ニワトコ属

未炭化の核 (内果皮)が検出された。淡～黄褐色、長楕円形で基部はやや尖る。長さ2.51nlll、 幅1.5111111

程度。背面は円みがあり、腹面の中央は縦方向の鈍稜をなす。腹面下端には小さな孔がある。内果皮

はやや硬く、表面には横敷状模様が発達する。

・ タニウツギ属 ⑤携を9どの スイカズラ科

種子が検出された。縁の翼は欠損している。赤褐色、長精円形で両凸レンズ形。長さlm、 幅0.51Ml

程度ど稜角がある。表面は円形や楕円形の凹みによる網目模様が発達している。

<熱 >

・ ミクリ属 (Sp岬崩秘れ)ミ クリ科

果実が検出された。黒褐色、倒卵形。長さ 4 mm、 幅 2 11Hl程度。断面は六角形。基部には丸い膳点を

持つ。果皮表面は平滑で、顕者な6本の鋭い稜が配列する。

・イバラモ属 01妍αO イバラモ科

種子が検出された。淡～黍褐色、針状長楕円体。長さ1.5～ 2血程度。両端は細く尖る。種皮は薄く透

き通り、表面には縦長の網目模様が配列する。

・ヘラオモダカ (4's靱o cc々αι

'cwttι “
秘 A.Br.et BOyche)オ モダカ科サジオモダカ属

果実が検出された。淡褐色ないし黄褐色。長さ 211111、 幅1.5111m程度。背部に深い縦溝が1本走る。果

皮はスポンジ状で柔らかく、中の種子が透けてみえる。中の種子は茶褐色、倒U字状に由がった円柱

状で偏平。大きさlllllll程度。種皮は膜状で薄くやや透き通り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋

が目立つ。

・オモダカ属 (Sうな,ιιcr,α)オモダカ科

果実が検出された。淡黄褐色、倒卵形で偏平。大きさ 3 11ull程 度。果皮は薄く翼状。翼の外形は欠損

しているため判別不可能であった。表面は微細な網目が縦方向に並ぶ。果皮は透き通るため、中の種

子が透けてみられる。中の種子は茶褐色、倒U字状に曲がった円柱状で偏平。種皮は膜状で薄くやや

透き通り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。

・オモダカ科 (Alismataceaё )

種子が検出された。茶褐色、倒U字状に曲がった円柱状で偏平。大きさ l llllll程 1度。種皮は膜状で薄

くやや透き通り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。

・スブタ ●秒
“
o9o肪れosp9rttα (Clarke)Hookeつ  トチカガミ科スブタ属

種子が検出された。黄褐色、線状長楕円体。長さ1.211ull、 幅0.8m程度。種皮表面には、数列の低い縦

の突起群が配列する。

・イネ (0宅燿t sαι元唸 L。) イネ科イネ属

炭化胚乳、未炭化の穎が検出された。胚乳は黒色、長楕円形でやや偏平。長さ 4 11un、 幅2.51111n程度6

-端に胚が脱落した凹部があり、両面には2～ 3本の縦溝がある。焼けぶくれや発泡した個体が多い。

172



胚乳表面に穎破片が付着 した個体や、仮No.34で は胚乳表面に穎破片が完全に付着 した個体がみられた。

未炭化の穎は、淡褐色で厚 く柔 らかく、長さ6.511al程度。特徴的な基部の果実序柄があり、穎表面は規

則的に縦列する特徴的な顆粒状突起をもつ。保存状態が良好であるため、遺構が廃絶後、埋積する際

に混入 した後代のものである可能性がある。

・ エノヨログサ属 (膨ιαrια)イ ネ科

未炭化の穎が検出された。淡褐色ないし茶褐色、半偏球形で大きさ3mal程度。穎は薄 く柔 らかくて弾

力があり、表面には横方向に長い細胞が密に配列する。

・ ヒゴクサ節 (Cαrgχ sect.鶴ι9配 sαの カヤツリグサ科スゲ属

果実が検出された。黒褐色。倒卵形で三稜形。長さ1.2411n、 幅0。 7111n程度。頂部の柱頭部分は円盤状で、

表面には微細な網目模様がありざらつく。

・スゲ属 (Cαr鶴)カ ヤツリグサ科

果実が検出された。 ヒゴクサ節以外の異なる複数種類を含んだ個体をスゲ属と一括 した。淡褐色、

倒卵形や涙形で偏平。大きさllnal程度。果皮は薄 く柔らかく、表面には微細な網目模様がありざらつく。

・ ホタルイ属 (S所印財s)カ ヤツリグサ科

果実が検出された。黒色で片凸レンズ状の広倒卵形。長さ 2 mm、 幅1.5mm程度。先端部は尖り、背面

正中線上には鈍稜がある。基部から伸びる逆刺のある髭状の腕が残る。表面は光沢があり、不規則な

波状の横級が発達する。

・ カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

果実が検出された。異なる複数の種類を一括 した。茶～黒褐色、卵形体や、狭倒卵形状のやや明瞭

～明瞭な三稜形。先端部は尖り、基部は切形。長さ1.211m程 度。果皮は硬 く、表面にはごく微小な尻状

突起が密布する。カヤツリグサ属 (Cyperus)の類と考えられる個体がみられた。

・イボクサ (A配所ι9na【9ιsαんHassk.)ツ ユクサ科イボクサ属

種子が検出された。赤みがかった灰褐色で半横長楕円形。大きさは 3 1nll程度。背面は丸みがあり、

腹面は平 らである。膳は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種

皮は柔 らかく、表面は円形の小孔が多数存在する。

・ ツユクサ (C開駒9ι JЮα con翻崩sL.)ツ ユクサ科ツユクサ属

種子が検出された。黒灰色で半横長楕円形。大きさは 5 mm程度。背面は丸みがあり、腹面は平 らで

ある。隣は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種皮は柔 らかく、

背面と側面の表面は、大きなすり鉢状の孔が散在する。他の面は円形の小孔が多数存在する。

・ ミズアオイ属 0んれοじんο′けα)ミ ズアオイ科

種子が検出された。淡褐色、楕円体。長さ l mm、 径0.5411n程度。種皮は薄 く透き通り、柔 らかい。表

面には縦に10本程度の隆起があり、隆起の間には横方向の密な隆線が配列する。

・ カ ナ ム グ ラ ∈励 駒防JttsブOpο ttCtts Sieb.et Zucc.)ク ヮ科 カ ラハ ナ ソ ウ属

果実が検出された。灰～黒褐色で側面観は円形、上面観は両凸レンズ形。径4mll、 厚さ l lnm程 度。筋

に沿って半分に割れやす く、基部には淡黄褐色でハー ト形の脳点をもつ。種皮は薄 く、表面はざらつ

く。

・ アサ (G筋胞αbjs sαιjυα L.)ク ワ科

果実が検出された。灰褐色、広楕円形。長さ 4111n、 幅 211111程度。基部には大きな楕円形の膳点があ

る。縦方向に一周する稜があるため、果実は 2つ に割れやすい。果皮にはうっすらと葉脈状網目模様
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がある。

・カラムシ属 ●ο挽胞9rια)イ ラクサ科

果実が同定された。淡黄褐色、非対称な広倒卵形で偏平。径1.2111111程 度。先端部、基部は尖り、中央

部は両凸レンズ形。果皮は薄く表面はざらつく。

・イシミーカワ近似種 CPo城知れwtt cf.p9rroι ラαιttn― L.)タ デ科タデ属

果実が検出された。黒褐色、広楕円形状球形。径3.5111m程度。基部に書片が大きく残る。先端はわず

かに尖り、3花柱が残存する。果皮は平滑で光沢が強い。三裂した個体が比較的多くみられ.た。

・ヤナギタデ近似種 (Poを伊gοれ鬱n cf.FEry,ropわθr L.)タ デ科タデ属

果実が検出された。黒色、広夢隙 円形で両凸レンズ状。長さ2.51nmh幅 1.5m程度。両面正中線上に縦

方向の稜がある
.。 表面には明瞭な網目模様があり、ざらつく。

・ハナタデーイヌタデ (PoJygoん,n cα 9spιιos訪駒 Blume s,bsp.yoんwsttαん
“
砕 lWIakin6)Danser

一P弦だοttvれ ん帽 jsθι秘れ De Bruyn)タ デ科タデ属

果実が検出された。黒色、丸みのある菱形で三稜形。長さ2111111、 幅1.5即程度。表面は光沢が強く、微

細な網目模様がある。

・ ツルタデ節 CPo貌雙をぁれ Secti ηttjα′ラα)タ デ科タデ属

果実が多く検出された。黒褐色、倒卵状三稜形。長さ3.51BIll、 幅 211m程度。果皮は平滑で光沢がある。

イタドリ CPoJ7gon協 廟 ιttspラ
'α

ι秘れ Sieb.et Zucc。)やオオイタドリ CPorttgο ,々胞 sα cんαιttβ努9 Fr

.Schmidt)1こ似る。

・タデ属 CP弦産ο鳥あれ)タ デ科

果実破片が検出されたδ属以下の向定が困難であったものや、形態上差異のある複数の種を含んで

いるものをタデ属に一括した。

・ ソバ σ 拠 翻 り胞 れ 盗CガθЮし,印 MoencD タデ科 ソバ属

未炭化の果実が検出された。灰褐色、JH状三稜形。長さ6.助、幅 411111程度。三稜と先端は鋭く、面

は凹む。果皮表面はやや平滑。

うアカザ科一ヒユ科 (Chenopodiaceae一 Amaranta∝ ae)

未炭化の種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径 l lllln程度。一端が凹み、膳がある。種皮

は光沢が強く、微細な網目模様がみられる。

・ スベリヒユ近似種 CPorι秘施cα cf.bどθttc∞ L.)スベリヒユ科スベリヒユ属

種子が検出された。黒色、腎臓状円形でやや偏平。径0.6111111程 度。一端が凹み、隣がある。牌には種

柄の一部が残る。種皮表面には鈍円錐状突起が密生する。

・ ナデシコ科 (Caryophyllaceae)

種子が検出された。茶褐色、腎臓状円形でやや偏平。径 l llun程度。一端が凹み、磨がある。種皮は

薄く柔らかい。種皮表面には、膳を取り囲むように突起が同心円状に並ぶが、突起が瘤状のものと円

錐状の 2種類以上がみられた。

・キジムシロ属―ヘビイチゴ属一オランダイチゴ属 CPoι 9れιjιια―Dttθん
“
ん∽一乃殺築河の  バラ科

核 (内果皮)が検出された。淡黄～淡灰褐色、腎形でやや偏平。長さ l llun、 幅0。 7111111程 度と内果皮は

厚く硬く、表面はざらつく。

・ マメ類 GegurninOsae)マ メ科

炭化した種子が検出された。黒色、腎臓形。長さ5.5～ 6m、 幅 4 1nul程度。長楕円形の膳は腹面中央
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の切れこみの部分にある。種皮表面は平滑で光沢があり、焼けぶ くれて子葉の合わせ目から2裂 し、

種皮が裂けている個体が多い。

・ カタバ ミ属 (Oχαι,s)カ タバ ミ科

種子が検出された。黒灰色、卵形で偏平。長さ1.61nm、 幅1.2mm程度。先端は尖る。種皮は薄 く柔 らか

い。表面には4～ 7列の肋骨状横隆条が並び、わらじ状にみえる。

・エノキグサ (И cα ttpんα αttsι rαJJs L.)ト ウダイグサ科エノキグサ属

種子が検出された。黒色、卵形で長さ1.5mlll、 径 l mm程度。先端部はやや尖り鈎状に曲がる。頂部に

はY字状の筋がある。種皮は薄く硬く、表面は細かな粒状の窪みが配列しざらつく。

・ ノ ブ ドウ (A馳Ⅳ ιops,s br9υゎ9,秘配Cttιαια (Maxim。 )Trautv.)ブ ドウ科 ノ ブ ドウ属

種子が検出された。灰褐色。広倒卵形、側面観は半広倒卵形で丸みがあり、基部はやや尖る。径

4.51nln程度。背面にはU字状に開いたさじ状の模様がある。なお、同定する根拠となる背面が欠損 して

いる破損個体を、ブドウ科と同定するにとどめた。

・ アリノトウグサ (】αιοκttjs ttι Crα ttιんα(Thunb.)R.Br.)

アリノトウグサ科アリノトウグサ果実が検出された。茶～黒褐色、倒卵形体。長さ l llull、 径0511111程

度。果皮表面は平滑で、顕著な 8本の稜が縦方向に配列する。基部には 4個の三角形毒片が宿存する。

・ セリ科 (Umbelliferae)

果実が検出された。黄褐色、線状長楕円形で偏平。長さ 5 mll、 幅 141111程度。果皮はスポンジ状で、

表面は数本の稜があり、その間には茶褐色の油管が配列する。

・チ ドメグサ属 釣 JrOcο妙め  セリ科

果実が検出された。黄褐色、半月形でやや偏平。径 l mll程 度。一端には太い柄があり、合生面は平

坦。果皮は厚 く、やや弾力がある。明瞭な 1本の円弧状の隆起がある。

・ シソ属 09rjιια)シ ソ科

果実が検出された。茶褐色で卵円形。径 1,71n41程度。下端は舌状にわずかに突出する。果皮はやや厚

く硬 く、表面には浅 く大きく不規則な網目模様がある。

・ キランソウ属 (AJittgα)シ ソ科

果実が検出された。黄白色、狭楕円体。長さ1.541111、 径0.811410基 部付近に果実の長さの 3分の 2に達

する大きな楕円形の着点痕の孔がある。果皮表面は深い凹みによる網目模様が分布する。

・ イヌコウジュ属 0んsιa)シ ソ科

果実が検出された。茶褐色、卵円形。径1,2HIIn程度。下端は舌状にわずかに突出する。果皮はやや厚

く硬 く、表面には大きく不規則な網目模様がある。

・ トウバナ属 (Cどれopο Jι秘脇)シ ソ科

果実が検出された。茶褐色、卵円形で径 l mm程度。背面は丸みがあり、下端は舌状にわずかに突出

する。腹面の正中線は鈍稜をなす。表面には微細な網目模様がありざらつく。

・ナス科 (Solanaceae)

種子が検出された。淡褐色、歪な腎臓形で偏平。径1.5～ 3.5111m程度と複数の種を含む。種皮は薄 く柔

らかい。側面のくびれた部分に膳があり、表面は脳を中心として同心円状に星型状網目模様が発達す

る。網目模様は微細で網目を構成する壁の幅は太 くしっかりしている。

。キカラスウリ (Trjcんosattιん9s【JrjJο″河Ma�m.var.テ叩οttθα(Miq.)Kitttm.)

ウリ科カラスウリ属
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種子が検出された。淡灰褐色、非対称な倒卵形でやや偏平。長さ1lmm以上、幅 7111m、 厚さ3.5mm程度。

基部には謄と発芽口がある。両面の縁の内側を浅い帯状の溝が一周する。種皮は平滑。

・ メロン類 (θttc秘碗js馳
9ιO L.)ウ リ科キュウリ属

種子が検出された。淡褐色、狭倒皮針形で偏平。長さ7.511m、 幅3.5mm程度。基部に「ハ」の字形の凹み

がある。表面は比較的平滑で、縦長の細胞が密に配列する。藤下 (1984)の基準によると、本遺跡出

上のメロン類はそのほとんどがマクワ・ シロウリ型の中粒種子 (長さ6.1～8.04114)で ある。

・ メナモミ属 (Sj箸9sb9cttα)キ ク科

果実が検出された。黒色、狭三角状菱形体で腹面方向へやや湾曲する。長さ 3111m、 幅1.5mln程 度。長

部には円形の脳がある。表面には浅い縦溝があり、微細な網目がある。網目の境壁は短 く突出し、全

体に微細な突起がある。

。キク科 (Compositae)

果実が検出された。黒褐色、狭倒皮針形でやや偏平。長さ2.8mm、 幅 l mm程度。果皮表面は横方向に

目立つ網目模様が密布 しざらつく。

・不明A(Unknown A)

淡褐色ないし茶褐色、非対称的狭楕円形で偏平。長さ 9 mm、 幅5,511m程度。一端は細 く嘴状に尖り、

反対側は切形。両端切形の個体もある。縁には幅0.641m程度の筋があり、筋に沿って 2裂する。マメ科

の果実 (鞘)の一部分に似るが、保存が悪 く同定できない。

・不明B(Unknown B)

黒色、楕円体。径1.5mm程度。表面はゴルフボール状の微細な網目模様が密布 しざらつく。

・不明C(Unknown c)

灰褐色で歪な両凸レンズ形。径 3 mm、 厚さ l lllll程 度。基部に淡黄褐色で丸い脳点が突出する。皮は

薄く、断面は柵状。表面はざらつく。

(2)樹種同定

結果を表 2に示す。No.73(D980225)の 表 2 樹種同定結果

中には、微細な炭化物粒が塊状に固まって

いる様子が観察できたが、組織の観察が可

能な炭化材は認められなかった。No.52(D

980里 14)に は、広葉樹とイネ科タケ亜科の

2種類が認められるが、広葉樹材は保存が悪 く種類の同定には至らなかった。No.34(D980226)は、

針葉樹のヒノキ科に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・ ヒノキ科 (Cupressaceae)

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が晩材部付

近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑 らか。分野壁孔はスギ型～ヒノキ

型で、 1分野に 1～ 4個。放射組織は単列、 1～ 10細胞高。

・ イネ科タケ亜科 (Gramineae subfam.Barnbusoideac)

組織は軸方向の組織のみで、放射組織は認められない。維管束が基本組織の中に散在する不斉中心

柱が認められる。

No 台帳番号 遺構コード 出土地点 樹種

D980226 A―SE034 ヒノキ科

D980214 A― SR01 Xl13～ 115Y193～ 195
広葉樹

イネ科タケ亜科

D980225 A―SE001 同定不能
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表 3 動物遺存体同定結果 (1)

No 台帳番号 遺構コード 出土地点 分類群 部位 部分 数 重量 (g) 備考

l D990144 Al I層 X131Y188 ヒ ト 四肢骨 骨体片 有

D990145 Al― SD292 X145 中型獣類 不 明 破片 有

8 D980102 A― ～Ⅱ層 XlllY160 中型獣類 頭蓋骨 破片 有 ヒトの可能性

4 D980099 A― 層 X95Y150 ヒ ト 頭蓋骨 破片 有

5 D980100 A― 層 X96Y165 中型獣類 不 明 破 片 有

6 D980101 A― 層 Xl14Y153 中型獣類 四肢骨 骨体 有 ヒトの可能性

7 D980188 A― 層 X100Y165 中型獣類 四肢骨 破片 有 10

8 D980189 A― 層 X105Y182 中型獣類 四肢骨 破片 有

9 D980187 A― Ⅱ～Ⅲ層 X92Y191 中型獣類 四肢骨 破片 有

D980192 A― Ⅲ層 X134Y154
中型獣類 四肢骨 破片 有

中型獣類 不 明 率巴ナ千 有

D980103 A― Ⅲ層 X101Y154 中型獣類 四肢骨 破片 有 11

2 D980104 A― Ⅲ層 Xl12Y164 中型獣類 四肢骨 破片 有

3 D980184 A― Ⅲ層 X88Y193 ウ マ 歯牙 歯冠片 健 27

D980190 A― Ⅲ層 Xl17Y178 中型獣類 不 明 破片 有 四肢骨なと

D980191 A― Ⅲ層 Xl18Y178

ヒ ト 頭蓋骨 破片 有

ヒ ト 上腕骨 骨 体 右 有 1

ヒ ト 舟状骨(上肢) ほぼ完 左 有 1

ヒ ト 中節骨 有 1 07

中型獣類 椎骨 椎弓片 有 10 ヒトの可能性

中型獣類 四肢骨 骨体片 有 ヒトの可能性

中型獣類 肋骨 骨体片 有 ヒトの可能性

獣 類 不 明 破片 有

D980112 A一 SD108 Xl18Y178

ヒ ト 歯牙 歯冠。歯根 有

ヒ ト 胸椎 椎体 有 1

ヒ ト 鎖骨 左 有 1

ヒ ト 携骨 pro・ 骨体 左 有 1 150

ヒ ト 尺骨 pro。 骨体 左 有 1

ヒ ト 上腕/大腿骨 骨体片 有

ヒ ト 基節骨 pro 有

ヒ ト 基節/中節骨 有

中型獣類 肋骨 骨体片 有 ヒトの口J曾ヒ'性

中型獣類 不明 骨端片 有 73 ヒトの可含ヒ′l■

中型獣類 不 明 細片 有 ヒトの可能性

17 D980113 A一 SD108 Xl18Y178

ヒ ト 頭蓋骨 破 片 有

ヒ ト 歯 牙 歯 根 有

ヒ ト 椎 ' 椎 体 有 1

ヒ ト 椎
′

椎 弓片 有 2

ヒ ト 上腕骨 proナ千 有 17 未化骨
ヒ ト 上腕骨 ? 骨体片 有 111
ヒ ト 上腕骨? 遠位付近骨体片 右 有 17
ヒ ト 撓骨 pro片 有 未化骨
ヒ ト 携骨 dis内 側端 右 有 1 骨端線
ヒ ト 撓骨/尺骨 骨体片 有 1

ヒ ト 月状骨 右 有 1

ヒ ト 舟状骨(上肢) ほば完 左 有 1

ヒ ト 第5中手骨 pro。 骨体 左 有 1 13
ヒ ト 中手骨 骨体・dis 有 1 13
ヒ ト υF骨 骨 体 有

ヒ ト 大 菱 形 骨 右 有 1

ヒ ト 小 菱 形 骨 有 1

ヒ ト 中手 /中足 骨 dis片 有

ヒ ト 基節骨 有 1

ヒ ト 基節/中節骨 骨体・dis 有 1 12

ヒ ト キ旨骨? 破片 有

ヒ ト 四肢骨 骨体 有 l 睡骨?

中型獣類 肋骨 頚部・骨体 有 126 ヒトの可能性

中型獣類 四肢骨 破片 有 145 ヒトの可能性

獣類 種子骨 有 l 01 ヒトの可能性

獣類 不 明 細片 有

炭化物 有

D980114 A―SD108

ヒ ト 頭蓋骨 破 片 有

ヒ ト 歯 牙 歯 根 有

ヒ ト 歯 牙 歯 冠 片 有

獣 類 不 明 破 片 有

炭 化 物 有

D980116 A―SD108

ヒ ト 大臼歯 歯 冠 有 1

ヒ ト 歯牙 歯根 有

ヒ ト 歯牙 歯冠片 有
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No 台帳番号 遺構 コー ド 出土地点 分類群 部位 部 分 右1被秦 数 重量 (g) 備考

19 D980116 A―SD108
ヒ ト L腕 /大服骨 骨 _Dg片 有 未 化 骨

ヒ ト 中 間楔 状 骨 破片 右 有 10
獣 類 不 明 細 片

D980183 A―SD108

ヒ ト 末節骨(上肢) 有 1

ヒ ト 中手 /中足骨 ? 骨 体 1 17

中型 獣 類 肋骨 頚部・体部片 有 ヒトの可能性
中型 獣 類 四肢骨 骨 体 片 ヒ トの可 能 陛

中型獣類 ヌくH月 骨端片 有

中型 獣 類 不 明 破 片

D980105 A―SJ05コ 中～下層 中型獣類 不明 破片 有

D980185 A―SK707 獣 類 不 明 細 片

D980178 A―SK006 獣類 不 明 細片 有

D980106 A―SX17 X133Y155
中型 獣 類 頭蓋 骨 破 片 ヒ トの 可能 性

中型獣類 不 明 破片 有

D980107 A―SX17 X133Y154
中型 獣 類 頭 蓋 骨 破 片 ヒ トの可 曾ヒt■

中型獣類 四肢骨 骨体片 有

中型 獣 類 不 明 破 片

D980108 A―SX17 X133Y154
ヒ ト 頭蓋骨 破片 有 15

獣 類 不 明 破 片 有

D980109 A―SX17 X133Y155
ヒ ト 大腿骨 骨 体 片 有

獣 類 頭 蓋骨 破 片 有

獣 類 不 明 破 片 有

D980110 A―SX17 X133Y155
中型 獣 類 頭 蓋 骨 破 片 有 ヒ トの 可官ヒ性

獣 類 不 明 破 片 有

D980111 A―SX17 X134Y154
中型 獣 類 頭 孟 骨 破 片 有 13 ヒ トの 可官ヒ

′
l■

中型 獣 類 四肢 骨 破 片 有

中型 獣 類 不 明 破 片 有

D980117 A―SX17 X133Y154

ヒ ト 頭 著 骨 破 片 有

獣 類 肋 骨 骨体 有 ヒトの可能性
獣 類 四肢 骨 骨 体 片 107 ヒ トの 可台ヒ'l■

獣類 不 明 破片 有 ヒトの可能性
炭 化 物

D980126 A―SX17 X133Y154
中型獣類 四肢骨 破片 有 13
獣 類 不 明 破 片

炭化物 有

D980181 A―包 含 層 中型 獣 類 四肢 骨 破 片

D980196 A―伺含層 X92Y148 中型獣類 四肢骨 骨体 片 有

表 3 動物遺存体同定結果 (2)

<凡例>prO:近位端 disI遠位端

(3)骨同定

結果を表 3に示す。同定された動物は、哺乳綱 (Mammalia)の ウマ (βσ秘秘s cabαιιws)、 および

ヒト (Ironο sttj9れs)で ある。それ以外は、 ヒトも含む範疇として、中型獣類あるいは獣類と表示

する。ウマを除 く骨片はいずれも火を受けて灰白色や青灰色、黒色を呈 し、被熱による亀裂や収縮、

変形が認められる。種不明獣類の焼骨のなかには、 ヒトの可能性があるものも存在するため、本試料

の大半はヒト焼骨である可能性もある。以下、主な遺構ごとに記載する。

・ I層

I層は耕作土とされる。ここから出土 した骨には、 ヒトの頭蓋骨や四肢骨、 ヒトの可能性のある骨

片などがある。

・Ⅲ層

Ⅲ層は中世～近世の遺構が検出された層である。No。 13の X88Y193に おいて出土 した骨片は、ウ

マの歯牙、歯冠の破片である。また、No.15の Xl18Y178において出土 した骨は、 ヒトの頭蓋骨や上

肢骨等である。左舟状骨 (上肢)や中節骨は、ほぼ元の形状を留める。本試料は、出土地点が同じこ

とから後述のSD108出上の骨と由来が同じ可能性がある。

・SD108

南側調査区の北端に位置 し、 L字型に屈曲する溝跡である。 このSD108か ら出土 した骨は、 ヒトの

頭蓋骨、歯牙、椎骨、上肢骨、下肢骨、指骨等である。鎖骨や撓骨、尺骨等の上肢骨は、比較的残 り

が良い。この中で、上腕骨の近位端 。撓骨の近位端が未化骨であること、撓骨の遠位端に化骨化の途
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中段階であることを示す骨端線が残存する。 このことから、 これらが同一個体の骨であるならば、

17才前後の成年と考えられる。

・ SX17

北側調査区の東部に位置する大型の上坑である。 このSX17か ら出上 した骨は、 ヒトの頭蓋骨や大

腿骨、 ヒトの可能性のある頭蓋骨や肋骨等である。

(4)昆虫同定

結果を表 4に示す。検出された種類は、シロアリ?の 1種、ゴミムシ類、コガネムシ類、 ヒメコガ

ネなどである。いずれも破片である。

この内、 シロアリらしい遺骸は、前後翅 6個で、 1頭分の翅がそろっている。翅は、基部を欠 くが

明瞭である。また、 ヒメコガネは、体各部が検出されており、胸部が12個 と最 も多 く検出される。

表 4 昆虫遺体同定結果
No 台帳番号 遺構 コー ド 出土地点 種類名 部位 数量 備考

A―SE034

シロア リ類の 1種 ? lsoつtera 前後 翅 1頭分 の前 後 翅

大 T_jゴ ミム シ Harpalidae 上翅 破 片 1

D980227 中型ゴミムシ Harpalidae 左右上翅破片

小型 ゴミムシ? Harっ alidae? 上翅 破 片 1

コガネムシ類 Scarabaeldae 上翅破片 1 その他、破片を含む

D980124 A―SX17 X134Y156 ヒメコガネ Anomala rufocuorea Motschulsky

頭 部 1 上翅は肩部の残存し
た個体から算定胸 部 1

左上翅

右上 翅 7

肢

4.考察

(1)植物利用状況と周辺植生

検出された種実単体試料では、主に比較的大型の有用植物が多い傾向にある。 したがって、この結

果から当時の有用植物の利用についての情報が得 られた。これに加えて、谷内堆積物の微細遺物分析

により検出された種実試料では、比較的小型の種実が種類数 。個体数ともに多 く得 られた。 したがっ

て、この結果は遺跡周辺の古環境をより詳細に推定するために有用である。以下に、種実遺体分析結

果から考察される有用植物と古植生について述べる。

まず有用植物であるが、上記 したとおり、主に種実単体試料から多 く検出される。検出される種類

は、ウメ、スモモ、モモ、イネ、アサ、ソバ、マメ類、 シソ属の一部、ナス科の一部、メロン類であ

る。これらは、大陸から渡来 した栽培種とされており、井戸や谷などから検出された状態 (例 えばS

E034、 SXllか ら検出されたイネやマメ類などの穀類は、何 らかの理由により火熱を受けたなど)を

考慮すると、当時の生活残造が破棄されたり、あるいは祭祀に伴って供せられたなど、人為的行為に

より遺構にもたらされた可能性が高いと考えられる。

利用面をみると、木本類では、ウメ、スモモ、モモが食用のほか、観賞用、薬用等に広 く利用され

ている。自生する植物では、堅果類の トチノキはアク抜きが必要であるが、食用 。長期保存が可能で

収量も多いため、古 くから里山で保護、採取されてきた種類である。その他に、ムクノキ、ヤマグワ、

マタタビ属、キイチゴ属、ブドウ属、ニワトコは、果実が多汁で生食が可能である。また、カジノキ

属は果実が食用に、樹皮が紙や布に利用可能である。草本類では、穀類のイネ、マメ類は全て完全に

炭化 した状態で検出され、イネは胚乳表面に穎の一部が残っているものもみられた。おそらく脱穀前

の穎に入った生米の状態で火を受け、炭化 した穎は脆 く壊れやすいため脱落 し、胚乳のみが残ったと

思われる。また、繊維が衣料や縄用に、果実が食用に利用可能なアサ、果実が食用可能なソバ、 シソ

属の一部、ナス科の一部、メロン類や、自生する種類では、薬用に利用可能なキカラスウリ、さらに



今日でも山菜として食用可能なアカザ科、セリ科には、渡来 した栽培種を含む可能性がある。

これらの有用植物は、本遺跡近辺で栽培されていたか、持ちこまれて利用されていた可能性がある。

なお、梅原胡摩堂遺跡を初めとして、清水島Ⅱ遺跡・持田 I遺跡 。中名Ⅱ遺跡 。中名V遺跡などでも

同様な種類が検出されている (パ リノ・ サーヴェイ株式会社,1996な ど)。 中世の遺跡では、奈良県

の箸尾遺跡 (金原ほか,1992;金原,1994)、 東京都の葛西城 (橋本,1993)、 広島県の草戸千軒町遺

跡 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1995a,b)な ど、井戸や土坑などの遺構から多 くの栽培植物が検

出される傾向が全国的にある。本分析でも既存報告と調和的な結果と言えよう。

遺跡周辺の古環境を推定するために、主に谷内堆積物の微細遺物分析結果で自生する種類組成に着

目すると、湿性を中心に草本の種類数、個体数が多いことが特徴として挙げられる。沈水性の ミクリ

属、イバラモ属、スブタ、抽水性～湿性のヘラオモダカ、オモダカ属、オモダカ科、ホタルイ属、イ

ボクサ、 ミズアオイ属、中性ないし湿性のヒゴクサ節、スゲ属、カヤツリグサ科の一部、ヤナギタデ

近似種、タデ属の一部、セリ科の一部などが検出されたことから、堆積場である谷周辺には、浅いた

め池や水路、水田などの水湿地が存在 し、これらの水生植物群落が存在 した可能性が考えられる。ま

た、エノコログサ属、カヤツリグサ科の一部、ツユクサ、カナムグラ、カラムシ属、ハナタデーイヌ

タデ、ツルタデ節、タデ属の一部、アカザ科一ヒユ科、スベリヒユ近似種、ナデシヨ科、キジムシロ

類、カタバ ミ属、エノキグサ、チ ドメグサ属、アリノトウグサ、キランソウ属、イヌコウジュ属、 ト

ウバナ属、メナモミ属、キク科などは、開けた草地に生育する、いわゆる「人里植物」であることか

ら、林縁部や集落周辺の明るく開けた場所に生育 していたものに由来すると思われる。

木本は陽樹が多いことから、林縁部の植生を反映 していると考えられる。遺跡周辺の山野 もしくは

林縁部には、マツ属複維管束亜属、ムクノキ、ヤマグワ、サクラ属、 トチノキ、 ミズキなどの高木や、

キイチゴ属、タラノキ、ウコギ属、ムラサキシキブ属、ニワトコ、タニウツギ属などの低木群落 (ソ

デ群落)が存在 し、これら樹木に絡みつくマタタビ属、ブドウ属、カナムグラ、ノブドウ、キカラス

ウリなどのつる植物などが生育 していたであろう。なお、木本・草本ともに、先駆的に侵入する種類

が多いことから、人為的に森林が切 り開かれた場所に成立する植生を反映していると考えられる。

今回は植物遺体を中心とした分析調査を行ったが、種実単体試料同定結果から有用植物が確認され、

時代・地域ともに既存資料と調和的である結果が得 られた。また、谷内堆積物の微細遺物分析結果か

らは、種実単体試料から得 られる情報よりも詳細に本遺跡周辺の古環境について推定することができ

た。今後は、周辺の遺跡における古環境に関するデータの蓄積をし、遺跡周辺の景観の復原につなげ

たいと考える。

(2)出土骨について

分析の結果、包含層や溝跡、土坑等か ら出土 した骨は、 ウマおよびヒトと同定された。 X88Y

193の Ⅲ層においてウマの歯牙が出上 したことから、道場 I遺跡において中～近世にウマが飼養され

ていた可能性がある。

また、Ⅲ層や溝跡、土坑から出土 した多量の焼骨片は、 ヒトや種不明獣類の骨であった。 X l18Y

178の Ⅲ層とSD108で は特に集中しており、 ヒトと同定された骨 も多 く、周囲に火葬人骨の埋納施設

が存在 した可能性が高い。また、SX17か らも焼人骨が出土 し、火葬墓であった可能性がある。本調

査区からは板碑や五輪塔が出上 していることから、火葬人骨を埋納 した墓域が広がっていたと考えら

れる。なお、馬場ほか (1986)に よれば、人骨は600℃ 以下で焼いた場合には骨自体の変化はほとん

ど起きず、800℃付近で灰白色化・数%～ 20%ほ どの収縮・硬化といった著 しい変化が生 じ、900℃ 以
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上になるとほとんど変化 しなくなるとされる。本遺跡出上の人骨には、灰白色の変色・収縮・硬化が

確認できる破片 も見 られることから、少なくとも800℃ 以上の温度で焼かれたと推定される。

また、福島県の根古屋遺跡では、土器棺内外から火葬人骨とともにイノシシやシカ、タヌキ、キジ

科の焼骨が検出されている (馬場ほか,1986)。 この例のように、人骨とともに動物の一部を焼 く、

あるいは焼いた動物の骨を人骨と共に埋めるといった行為が行なわれる場合もあるため、今回 ヒトと

は同定されなかった獣類骨にはヒト以外の動物 も含まれている可能性がある。

(3)出土 した昆虫遺体について

日本の九州南部以北にいるシロアリは、ヤマ トシロアリとイエシロアリの 2種であるが、本試料は

これらの種類と翅脈が一致 しない。ただし、中世から近世の時代に絶滅 して現在の日本に生息 しない

シロアリがいたとは考えにくい。 したがって、 シロアリ以外の昆虫の可能性 もある。その他、ゴミム

シ類は、本邦中部で普通に産出し、特別な環境を示唆するものでない。

また、SX17は、最少12個体分のヒメコガネが混入 していると考えられる。 ヒメコガネは、 日本各

地に最 も普通にみられるコガネムシで、草木の葉を食害 し、夜灯火に飛来する性質を持つ。今回のよ

うに同一種が大量に検出されるのは、人家などの灯りに集まって、出られない所に落ちて死骸が集まっ

たことを意味すると思われる。

いずれにしても今回検出された昆虫は、人里周辺に見 られる種類であり、遺跡の性格と調和的な結

果であると言える。
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図 1 道場 I遺跡遺構全体図
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図版 1 種実遺体
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1.マツ属複維管束亜属 (D990153)

3.ト チノキ (D980215-2)

5.ウ メ (D980122)

7.キカラスウリ (D980214)

9.メ ロン類 (D9802033)
11.イ ネ (D980226)

13.ラ′バ  (D980226)

15.ノ ブドウ (D980里 14)

17.アサ (D980226)

19.エノコログサ属 (D980226)
21.ホ タノL//r属 (D980226)

23.ナデシコ科 (D980226)

25,エ ノキグサ (D980226)

lcm     5mm       5mn1       lmm    lmm       lmm
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…
              H  

―(1-3)   (4-7)     (8,9)    (10-15) (16-18)   (19-26)

2.モモ (D980221)

4.マ ツ属複維管束亜属 (D990153)

6.スモモ (D980202)

8.サクラ属 (D980214)

10.ミ ズキ (D980214)

12カナムグラ (D980214)

14.マメ類 (D980226)

16.ツルタデ雄市?(D980226)
18.イ シミカヮ (D980214)

20.カヤツリグサ不斗 (D980226)

22.ア 為鴻 ―ヒユ科 (D980226)

24.カ タバミ属 (D980226)

26.イ ヌコウジュナ誦 (D980226)
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5mm         lmm

(1-6)       (7-15)

1ムクノキ (19DJ I― A谷内)

3メ ロン類 (19D」 I―A谷内)

5.不明A(19D」 I―A谷内)

7.ブ ドウ属 (19D」 I―A谷内)

9.ミ クリ属 (19D」 I―A谷内)

11.イ ネ (穎)(19D」 I―A谷内)

13.カ ナムグラ (19D」 I―A谷内)

15.ノ ブドウ (19D」 I―A谷内)

2.サクラ属 (19D」 I―A谷内)

4.不明A(19DJ I― A谷内)

6.不明 (19D」 I―A谷内)

8.ウコギ属 (19D」 I―A谷内)

10.イ ネ (炭化胚乳)(19D」 I―A谷内)

12.ツユクサ (19D」 I―A谷内)

14.イ シミカワ近似種 (19D」 I―A谷内)
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図版 3 微細遺物 (2)

16.セ リ科 (19D」 I―A谷内)

18.不明C(19D」 I―A谷内)

20.カ ジノキ属 (19D」 I―A谷内)

且2.キイチ到詞 (19D」 I―A谷内)

24.ム ラサキシキブ属 (19D」 I―A谷内)

26タニウツギ属 (19D」 I―A谷内)

28,ヘラオモダカ (19DJ I― A谷内)

30,オモダカ科 (19D」 I―A谷内)

32エノコログサ属 (19DJ I― A谷内)

34.スゲ属 (19DJ I― A谷内)

36カヤツリグサ科 (19D」 I―A谷内)

３０

３‐
3786

17.ナス科 (19D」 I―A谷内)

19.ヤマグワ (19D」 I―A谷内)

21.マ タタビ属 (19DJ I― A谷内)

23.タ ラノキ (19D」 I―A谷内)

25。 ニワトコ (19D」 I―A谷内)

27.イ バラモ属 (19D」 I―A谷内)

29。 オモダカ属 (19D」 I―A谷内)

31スブタ (19D」 I―A谷内)

33.ヒ ゴクサ節 (19D」 I―A谷内)

35.ホ タノ町 属 (19DJ I― A谷内)

37.ミ ラサ オイ属 (19D」 I―A谷内)
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図版 4 微細遺物 (3)
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44.ナデシヨ科 (19DJ I― A谷内)      45.ナ デシヨ科 (19D」 I―A谷内)

46.キジムシロ属―ヘビイチ到高―オランダイチゴ属 (19D」 I―A谷内)

一】
謀成

38.イ ボクサ (19D」 I一A谷内)

40.ヤナギタデ近似種 (19D」 I―A谷内)

42.アカザ科一ヒユ科 (19D」 I―A谷内)

47.カ タバミ属 (19D」 I―A谷内)

49.チ ドメグサ属 (19D」 I―A谷内)

51.シソ属 (19D」 I―A谷内)

53.ト ウノサ属 (19D」 I―A谷内)

55。 メナモミ属 (19D」 I―A谷内)

57.不明B(19DJ I―A谷内)

54

lmm

39.カ ラムシ属 (19D」 I一A谷内)

41.ハナタデーイヌタデ (19D」 I―A谷内)

43.スベリヒユ近似種 (19D」 I―A谷内)

48.ア リノトウグサ (19D」 I―A谷内)

50。 イヌコウジュ属 (19D」 I―A谷内)

5且 .キランソウ属 (19D」 I―A谷内)

54.ナス科 (19D」 I―A谷内)

56。 キク科 (19D」 I―A谷内)
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図版 5 炭化材

1.ヒノキ科 (D980226)
a:木口,b:柾 目,ci板 目 …

200μ m ia
‐ ‐ ‐ ■ 200μ m ib,c
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中名V・ Ⅵ遺跡、砂子田 I遺跡航空写真 (1964年 撮影 )



写真 002

中名V・ Ⅵ遺跡、砂子田 正遺跡航空写真 (1987年 撮影 )



写真 003
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中名 V遺跡Al地区
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写真004
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中名V遺跡B5地区
1仝景 (東から) 2全景 (南 から)



撃r

中名 V遺跡B5地区
l SX01付近ブロック (南 から)2 SB01(南から)



ⅢI I

中名V遺跡B5地区
l SE01(南 から)2 SE01断 ち割り (南から)
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写真 007
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中名 V遺跡 B5地区
l SX03(南から)2 SX03南側楚板出土状況 (西から)

4 SX03漆 椀出土状況 (南 から) 5 SD02・ 03(南 から)
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1昔

3 SX03北 側楚板出土状況 (北から)
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中名 V遺跡 D司 ・D2・ D4地区古代面
l Dl D2地 IX:令 景 (封 ヒ束から) 2D4地 X者1持t('1上 から)



写真009

中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区古代画
l Dl・ D2地区全景 (北から)2.Dl・ D2地区全景 (南から)



写真010

中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区古代面
l D4地 区令景 (北から)2D4地 区全景 (束から)
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中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区古代面
1.S101付 近ブロック (東から)2.SB01～ 03付近ブロック (東から)
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中名V遺跡Dl・ D2・ D4古代面
1.S101(東から)2.SЮ l遺物出土状況 (東から) 3,S101カ マド (東から)

4.S101煙道 (東から) 5,SЮ l遺物出土状況 (北から)
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写真014
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中名V遺跡Dl o D2・ D4地区古代面
l S103遣 物出土状況 (北から)2S103南 カマド (西 から) 3S103(北 から)

4S103北 カマ ド (西か ら) 5 SB02・ 03(引ヒか ら)



写真015

饉

中名 V遺跡 Dl・ D2・ D4地区古代面
l SK25(北から)2 SK01(束から) 3 SK01遣 物出土状況 (北から)

4 SP26遺物出土状況 (西から)5 SX01(東から)



写真016

中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区中世面
1仝景 (北東から)2D4地 区全景 (束から)



写真017
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中名 V遺跡Dl・ D2・ D4地区中世面
l D4地区全景 (北から)2.SD18付近ブロック (東から)
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中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区中世面
l SE03付 近ブロック (束から)2 SD20伺 近ブロック (北西から)
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写真019
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中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区中世面
l SD19・ 20イ寸近ブロック (束から)2 sD25(束から)
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写 真 020

中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区中世面
l SB04(南 から)2 SB05・ 06付近ブロック (東から)
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学一一一呻，中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区中世面
l SE01(北 から) 2 SE01断 ち害Jり (西から)
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中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区中世面
l SE03(南 西から)2 SE03断 ち割り (南西から)
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写真 024
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写 真 025

中名 V遺跡 D3地区古代面
l SD01付近ブロック (西から)

3 SK02付 近ブロック (北から)

2 SD01付 近ブロック (南から)

4 SK01(可 ヒから)  5 SK02(】 しから)



写真026

中名V遺跡D3地区中世画
1,全景 (北から) 2.全景 (南から)



中名V遺跡D3地区中世画
1.SB01・ 03付近ブロック (西から)S.SB01付近プロック (南から)



写真 028

中名V遺跡D3地区中世面
1.SD03・ 23付近ブロック (西から)2.SD03・ 23付近ブロック (北から)
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写真 029
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中名V遺跡D3地区中世面
l SK20イ寸近ブロック (耳ヒ西から) 2 SDll付 近ブロック (南 から)
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中名V遺跡D3地区中世面
1,SE01(南 から)  2.SE02(】 ヒから)

5 SE03(】ヒから)  6.SE04(】 ヒから)

3.SE01断 ち割 り (西から)

7.SE03断 ち割 り (東から)

4.SE02断 ち割 り (南から)

8.SE04断ち割 り (北から)



中名V遺跡D3地区中世面
l SP17(東 か ら)2 SD04(南 か ら) 3 SD05(西か ら)

6 SD17遣 物出土状況 (北 か ら)7 SD03遣 物出土状況 (東
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写真032

中名V遺跡D3地区中 。近世面
1.全景 (北から)2 SD26・ 27付近ブロック (西から)



中名V遺跡D3地区中・近世面
l SK31・ 34付近ブロック (南東から)2 SK49・ 50付近ブロック (西から)


